
元気いっぱいに鬼は外！元気いっぱいに鬼は外！

　2月3日の節分にちなんで、つくし保育園で豆まきが行われました。　2月3日の節分にちなんで、つくし保育園で豆まきが行われました。

　赤鬼と青鬼が園内で「悪い子はいねぇか！」と大声で叫ぶと、子どもたちは「鬼は外！」　赤鬼と青鬼が園内で「悪い子はいねぇか！」と大声で叫ぶと、子どもたちは「鬼は外！」

と元気いっぱいに鬼を追い払いました。と元気いっぱいに鬼を追い払いました。

　鬼がいなくなってからは、豆に見立てたお菓子を鬼のお面を付けた園児達が拾い集め　鬼がいなくなってからは、豆に見立てたお菓子を鬼のお面を付けた園児達が拾い集め

「たくさん拾えた」と喜んでいました。「たくさん拾えた」と喜んでいました。
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昨
年
十
二
月
に
開
か
れ
た
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度

乙
部
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
や
道
か
ら
の
補
助
金
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
ど
の
く
ら
い
納
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
一
般

会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会

計
で
は
、
歳
入
が
三
十
九
億

八
千
三
百
二
十
一
万
円
（
前

年
度
比
十
・
〇
％
増
）
歳
出

が
三
十
八
億
四
千
五
百
十

八
万
円
（
同
九
・
四
％
増
）、

差
し
引
き
一
億
三
千
八
百
三

万
円
が
翌
年
度
へ
の
繰
越
金

で
、
実
質
収
支
も
一
億
一
千

九
百
六
十
二
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

町　

税

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
い
た
町
税
は
二
億
八
千
百

四
十
九
万
円（
前
年
度
比
一
・

四
％
減
）
で
、
歳
入
全
体
の

七
・
一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税

　

地
方
交
付
税
は
、
行
政
運

営
を
行
う
の
に
必
要
な
経
費

に
比
べ
、
税
収
が
少
な
い
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
国
が

交
付
す
る
も
の
で
、
平
成
二

十
四
年
度
は
、
二
十
一
億
六

千
七
百
二
十
一
万
円
（
前
年

度
比
〇
・
一
％
減
）
と
歳
入

の
中
で
最
も
大
き
く
全
体
の

五
十
四
・
四
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

町　

債

　

町
債
は
皆
さ
ん
が
利
用
す

る
公
共
施
設
な
ど
の
整
備
に

充
て
ら
れ
る
、
国
や
銀
行
な

ど
か
ら
借
り
入
れ
る
資
金
の

こ
と
で
、歳
入
全
体
の
十
二
・

一
％
、
四
億
八
千
百
六
十
六

万
円
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
ト
ッ
プ
は
総
務
費
で

八
億
三
百
六
十
二
万
円
と
全

体
の
二
十
・
九
％
を
占
め
、

続
い
て
公
債
費
が
六
億
二
千

八
百
八
十
九
万
円
、
次
に
土

木
費
、
民
生
費
、
農
林
水
産

業
費
、
衛
生
費
、
消
防
費
、

教
育
費
と
続
き
、
各
種
基
金

の
積
み
立
て
や
福
祉
対
策
、

農
・
漁
業
の
振
興
、
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
ま

し
た
。

各会計別決算額 町税の収納状況

町 民 税 1億4,262万円

固 定 資 産 税 9,740万円

軽 自 動 車 税 755万円

町 た ば こ 税 3,277万円

入 湯 税 115万円

計 2億8,149万円

区　　　　分 歳　　　入 歳　　　出 差　　額

国民健康保険事業特別会計 6億8,466万円 6億2,094万円 6,372万円
後期高齢者医療特別会計 5,569万円 5,568万円 1万円
介 護 保 険 特 別 会 計 7億7,497万円 7億3,723万円 3,774万円
簡易水道事業特別会計 1億7,493万円 1億7,325万円 168万円
公共下水道事業特別会計 1億9,984万円 1億9,663万円 321万円
漁業集落排水事業特別会計 5,255万円 5,021万円 234万円
国民健康保険病院事業会計 3億7,358万円 3億9,477万円 ▲ 2,119万円

計 23億1,622万円 22億2,871万円 8,751万円

歳入総額39億8,321万円歳入総額39億8,321万円

自主財源（19.4%）

依　存　財　源（80.6%）

町税
2億8,149万円
（7.1%）

諸収入
7,791万円
（2.0%）

その他
4億988万円
（10.3%）町債

4億8,166万円
（12.1%）

国庫支出金
3億1,548万円
（7.9%）

道支出金
1億6,443万円（4.1%）

その他
8,515万円（2.1%）

地方交付税地方交付税
21億6,721万円21億6,721万円
（54.4%）（54.4%）

歳  入歳  入
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歳出総額38億4,518万円歳出総額38億4,518万円

歳  出歳  出

総務費
8億362万円
（20.9%）

公債費
6億2,889万円
（16.3%）

土木費
5億9,113万円
（15.4%）

民生費
5億5,292万円
（14.4%）

農林水産業費
3億4,093万円
（8.9%）

衛生費
3億499万円
（7.9%）

消防費
2億7,566万円
（7.2%）

教育費
2億2,394
　　万円

　　　（5.8%）

その他
1億2,310万円（3.2%）

（平成25年3月31日現在の人口、世帯数で割ったもの）

負担した税金 負担した税金

使われたお金 使われたお金

一人当たり 一世帯当たり（4,248人） （1,967世帯）

6万6,000円 14万3,000円

90万5,000円 195万5,000円

町有財産の状況

町債の現在高

（平成25年3月31日）

（平成25年3月31日）

土 地 2,634,611㎡
建 物 75,039㎡
山 林 13,857,482㎡
証券その他権利 2億3,126万円
　 車 　 27台
基 金 等 42億626万円

一 般 会 計 40億174万円
特 別 会 計 19億5,026万円

農林水産業費
　　農業生産体制の整備
　　農業基盤の整備
　　町有林の造林及び保育事業
　　森林環境・環境基盤の整備
　　漁港及び船揚場の維持管理
商　工　費
　　商工業の振興
　　観光振興事業
　　公園等いこいの場の管理
　　温泉供給施設の維持
土　木　費
　　町道の維持管理
　　町道の新設改良
　　町営住宅の維持管理
　　町営住宅の建替整備
　　街なみ環境整備事業
消　防　費
　　檜山広域行政組合負担金
　　防災対策費
教　育　費
　　英語指導助手の招致
　　校舎・施設設備の整備
　　教材備品の整備
　　スクールバスの運行
　　健康づくり・体力づくりの推進
　　学校給食費

議　会　費
　　議会広報の発行
総　務　費
　　広報おとべの発行
　　各種基金積立金
　　公有財産の維持管理
　　自治振興対策
　　戸籍･住民票等の発行
民　生　費
　　老人福祉施設措置
　　障害者自立支援対策
　　障害者在宅福祉対策
　　乳幼児医療給付
　　児童手当・子ども手当の支給
　　常設保育園運営費
衛　生　費
　　南部檜山衛生処理組合分担金
　　各種検診・相談・予防接種
　　おとべ温泉いこいの湯運営費
労　働　費
　　季節労働者援護対策
　　季節労働者等雇用対策

24万円

135万円
3億825万円
1,044万円
576万円
2,025万円

3,635万円
9,475万円
1,023万円
722万円
5,031万円
6,477万円

5,268万円
1,047万円
2,107万円

719万円
568万円

1,397万円
2,964万円
1,457万円

1億1,854万円
171万円

1,573万円
364万円
653万円
910万円

5,267万円
1億3,713万円

532万円
2億3,591万円

400万円

1億6,052万円
1億1,514万円

385万円
394万円
339万円
1,359万円
163万円
3,900万円
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平
成
二
十
五
年
度
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
自
治
功
労
者
）
を
乙
部
町
議
会
議
長
の
阿

部
一
氏
（
元
町
・
七
十
二
歳
）
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

阿
部
氏
は
、
平
成
三
年
五
月
か
ら
現
在
ま

で
、
六
期
二
十
三
年
に
わ
た
り
乙
部
町
議
会

議
員
と
し
て
、
乙
部
町
の
振
興
発
展
に
寄
与

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
五
月
か
ら
町
議
会
副
議
長
、

平
成
十
九
年
五
月
か
ら
現
在
ま
で
町
議
会
議

長
を
歴
任
さ
れ
、
民
意
を
代
表
す
る
意
思
決

定
機
関
の
代
表
者
と
し
て
そ
の
重
責
を
果
た

し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
優
れ
た
手
腕
を

発
揮
し
、
秩
序
あ
る
町
づ
く
り
を
信
条
と
し

て
、
自
治
の
育
成
と
地
域
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

・
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
と
は

　

消
費
生
活
を
行
う
中
に
潜
む
様
々
な
危
険

か
ら
、
住
民
を
守
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る

事
業
で
、
自
治
体
が
事
業
計
画
を
策
定
し
、

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。　

　

乙
部
町
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
消

費
者
行
政
活
性
化
事
業
に
取
り
組
み
、
消
費

生
活
相
談
員
を
配
置
し
て
、
悪
徳
商
法
な
ど

か
ら
身
を
守
る
た
め
、
相
談
業
務
や
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
具
体
的
な
取
り
組
み

　

乙
部
町
が
行
っ
て
い
る
、
こ
の
事
業
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
専
任
の
消
費
生
活
相
談
員
を
配
置
し
、

様
々
な
消
費
生
活
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
の
一
年
間
に
直
接
受
け
た

相
談
は
約
二
十
件
で
、
大
き
な
被
害
を
未
然

に
防
い
で
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
よ
り
き
め

細
や
か
な
対
応
が
出
来

る
よ
う
に
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
等
に
相
談
員
を
派

遣
し
、
レ
ベ
ル
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
注
意
喚
起

や
啓
発
事
業
と
し
て
、

「
相
談
員
通
報
」
と
い

う
広
報
お
知
ら
せ
を
作

成
。

　

こ
の
広
報
紙
で
は
、
相
談
が
あ
っ
た

例
や
対
応
の
仕
方
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

類
似
の
被
害
を
防
ぐ
一
助
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る
集
会

等
で
の
講
演
活
動
も
行
っ
て
い
て
、
多

く
の
町
民
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
財
産
を
悪
意
の
あ
る
業
者

か
ら
守
る
た
め
に
も
、
消
費
者
行
政
活

性
化
事
業
を
活
用
し
て
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
業

者
と
の
や
り
取
り
の
中
で
不
審
な
点
や
、

納
得
が
い
か
な
い
点
が
あ
っ
た
時
は
、

迷
わ
ず
役
場
産
業
課
の
消
費
生
活
相
談

員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

乙
部
中
学
校
の
福
祉
専
門
委
員
会

（
矢
野
惣
大
委
員
長
）
が
主
体
と

な
っ
て
毎
年
夏
休
み
と
冬
休
み
期
間

中
に
取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
「
猫
の
手
活
動
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

猫
の
手
活
動
は
、
生
徒
た
ち
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
福
祉

の
心
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
が
ね
ら
い
で
、

今
回
は
、
一
月
十
五
日
に
姫
川
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
姫
川

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
に
、
福
祉
専
門

委
員
の
中
か
ら
三
人
が
出
向
い
て
お

手
伝
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
で
は
、
ゲ
ー

ム
や
軽
い
体
操
の
お
手
伝
い
を
し
た

り
、
参
加
者
た
ち
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
、
お
年
寄
り
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

阿
部
一
氏
が

阿
部
一
氏
が
道
社
会
貢
献
賞

道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

を
受
賞

お年寄りとの交流で福祉を学ぶお年寄りとの交流で福祉を学ぶ

小林元康消費生活相談員
　平成19年から平成24年までの５年間、乙部駐
在所長として勤務。
　現在は、乙部町産業課で消費生活相談員として
配属されています。
　小林相談員は「相談は電話で匿名でも可能なの
で、一人で悩まずに相談を」と呼びかけています。

▲▲ゲームなどで交流を深めましたゲームなどで交流を深めました

消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
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 阿曽　裕之さん

 由香さん

　１歳７ヶ月の男の子です。

　陽の光の下で元気で明る
く、どんな時も前に向かって
歩いて欲しいとの願いを込め
て付けました。

　人の気持ちをわかってあげ
られる、強くて思いやりのあ
る男の子に育って欲しいで
す。

 長谷川　真樹さん

 優子さん

　１歳５ヶ月の女の子です。

　心音お姉ちゃんとおそろい
の音をつけ、人と人とを結ぶ、
周りの人を結び合わせる、絆
を深める、と言う思いでつけ
ました。

　姉妹仲よく、健康で笑顔
いっぱいの毎日を送ってくれ
ることが一番の願いです。そ
んな笑顔が周りの人に繋がれ
ばもっと素敵だな～

阿曽　陽
ひ

向
なた

くん

（緑　町）

長谷川結
ゆい

音
ね

ちゃん

（緑　町）

　

町
税
は
、
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
自
主

的
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

納
付
を
う
っ
か
り
忘
れ
、
納
期
限
を
過
ぎ

ま
す
と 

督
促
状
や
催
告
書
が
送
ら
れ
る
ほ

か
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
督
促

手
数
料
や
延
滞
金
も
あ
わ
せ
て
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
税
を
滞
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
す
と
、
滞
納
者
の
財
産
（
給
与
、
預
貯
金
、

不
動
産
等
）
に
つ
い
て
、
差
押
え
等
の
滞
納

処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
町
税
の
滞
納
は
、
滞
納
者
に

と
っ
て
不
利
益
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
滞

納
処
分
等
に
多
額
の
事
務
費
用
が
か
か
り
、

こ
の
費
用
は
税
金
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

町
政
の
円
滑
な
推
進
に
町
税
が
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　重度障がい者等タクシー料金助成
券と高齢者交通費助成割引証の交付
を受けるためには、申請が必要とな
ります。
　このため、申請受付を下記のとお
り実施しますので、お知らせしま
す。
●重度障がい者等タクシー料金助成
　概　要：タクシー利用料金の助成
　対象者：
　・下肢機能又は体幹機能障害で１
級から２級の方

　・要介護区分４又は５の方
●高齢者交通費助成
　概　要：最寄のバス停と道立江差

病院間の函館バスの利用
運賃半額

　対象者：70歳以上の方
●申請に必要なもの　　印かん
●お問い合わせ先
　役場町民課福祉係（電話62-2311）

申請受付日程
　◇３月１０日（月）
　・13:15 ～ 14:15
　　姫川ふれあいセンター
　　とよはま地区センター
　・14:30 ～ 15:30
　　鳥山ゆりの里活性化センター
　　三ツ谷研修会館
　・15:45 ～ 16:45
　　元和交遊館
　　栄浜ふれあいセンター
　◇随時　役場町民課福祉係

　南部檜山衛生処理組合では、平成２６年４月１日の消費税率改定に伴い、ごみ処
理料金及びし尿汲み取り料金を改定することとなりましたので、ご理解をお願いい
たします。
　主な改定点は次のとおりです。

【ごみ処理料金】
◎組合指定容器
　可燃大・不燃大　 105円 ⇒ 108円
　可燃中・不燃中　　 52円 ⇒ 54円
　可燃小　　　　　　 31円 ⇒ 32円

◎清掃センターへの持ち込み
　・100kgまで 525円 ⇒ 540円
　・100kgを超えて20kg増すごとに
 105円加算 ⇒ 108円加算
　※粗大ごみ処理券を貼る場合（1個につき）
 105円 ⇒ 108円

【し尿汲み取り料金】
　　・100ℓまで 590円 ⇒ 610円
　　・100ℓを超えて10ℓ増すごとに
 59円加算 ⇒ 61円加算

【小動物焼却料金】
　　1体につき 2,100円 ⇒ 2,160円

※改定月日:平成26年4月1日より
・３月31日までに購入された組合指定ごみ袋は
そのまま利用できます。

「
重
度
障
が
い
者
等
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券
」
と
「
高
齢
者
交
通
費
助
成
割
引
証
」
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

「
重
度
障
が
い
者
等
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券
」
と
「
高
齢
者
交
通
費
助
成
割
引
証
」
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

南部檜山衛生処理組合からのお知らせ南部檜山衛生処理組合からのお知らせ
～ごみ処理料金・し尿（浄化槽汚泥）汲み取り料金を改定します～

◆ご不明の点はお問い合わせください。（電話：53－6301まで）
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自分自身やあなたを必要とする人のためにも
がん検診を受診しませんか

日本では、2人に1人が“がん”になり、３人に1人が“がん”で亡くなっています。

・がんにより亡くなったのは18名（H23年）。全死亡数の29％にあたり、死亡原因のトップです。

・亡くなった方のうち、子宮がん、胆のうがん、肺がんが多い傾向です※。
　　※年齢調整死亡率（高齢化などを配慮し、標準化して比較する数値）を参考
・がん検診の受診率は、胃がん14.1%（全国9.2％）、肺がん16.4%（全国17％）、大腸がん17.5％（全国18％）、乳が

ん13.2%（全国18.3％）、子宮がん11.9%（全国23.9％）　全国と比較して、全体的に受診率は低めです。

【医療機関で実施する検診】（道立江差病院、函館市内の医療機関）

　平成26年6月上旬頃から開始予定です。医療機関により、土日も実施しています。

申し込みは各健診日の2週間前までにお申込ください。役場町民課保健衛生係　電話62－2311
申込み・お問合せ

【料金】　乳がん検診　　　50歳未満　3,500円　　50歳以上　3,000円
　　　　　子宮がん検診　　1,200円

【各地区を巡回する検診】

【ケアセンターおとべで実施する検診】

《乙部町のがん統計》

がんは、検診で早期発見できます

日　　　程 実　施　場　所 受付時間
   平成26年5月25日（日） 町民会館

午前6時

～

午前9時30分

5月26日（月） とよはま地区センター
8月31日（日） 町民会館
9月１日（月） 栄浜ふれあいセンター／ゆりの里活性化センター

平成27年1月21日（水） 姫川ふれあいセンター
　　1月22日（木） 元和交遊館

【国保病院で実施する検診】
日　　　程 受付時間

平成26年5月13日～平成27年2月27日までの毎週火曜日～木曜日 午前8時

日　　　程 受付時間
平成26年11月15日（土） 午前9時～午後2時

【料金】
特定健診 胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 前立腺がん検診 エキノコックス症検査 肝炎ウイルス検査 骨粗しょう症検査

65歳未満 800円 1200円 400円 400円 1,450円
（50歳以上
対象）

300円 300円
他の健診と同時に受診した
場合～ 800円
骨粗しょう症検診のみ受診
した場合～ 2100円65歳以上 400円 600円 300円 300円

　来年度も各地域会館や医療機関でがん検診、特定健診を実施します。
費用助成もしていますので、是非ご利用下さい。

〔6〕



3
日 月 火 水 木 金 土

 2
   23

 2
   24

 2
   25

 2
   26

 2
   27

 2
   28 1

2 3 4 5 6 7 8
（休日当番医　道立江差病院） ヒブワクチン予防接種

（国保　午後1時～）
不活化ポリオ予防接種
（国保　午後1時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）

9 10 11 12 13 14 15
（休日当番医　佐々木病院） 1歳6か月児、3歳児健診

（交流　午後1時～）
サロン「とよはな」
（豊セ　午後1時～）
三種混合予防接種
（国保　午後1時～）
四種混合予防接種
（国保　午後1時～）

乙部中学校卒業式
（乙中　午前9時30分）

すくすく広場
（つ保　午前9時30分～）

16 17 18 19 20 21 春分の日 22
（休日当番医　半澤医院） 麻しん風しん予防接種（1歳児対象）

（国保　午後1時～）
BCG予防接種
（国保　午後1時20分～）

赤ちゃん相談・赤ちゃん健診
（ケア　午前9時45分～）
おしゃべりサロン
（姫ふ　午後1時30分～）
乙部小学校卒業式
（乙小　午前9時30分～）

男のためのお達者教室（体操）
（ケア　午後1時30分～）
ひよこサークル・ぴよぴよ広場
（交流　午前10時～）
明和小学校卒業式
（明小　午前9時～）
栄浜小学校卒業式
（栄小　午前9時30分～）

（休日当番医　道立江差病院）南部檜山清掃セン
ターは機械点検整
備のため休業とな
ります。

みたい!よみたい!
絵本とかみしばい
（公民　午前10時～）

23 24 25 26 27 28 29
（休日当番医　上ノ国診療所）ミニひよこサークル・MAMA　FIT

（交流　午前10時～）
こころの健康相談
（江保　午後3時～）

肺炎球菌ワクチン予防接種
（国保　午後１時～）
各小中学校修了式

健康相談
（ゆ里　午後１時30分～）
お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）

健康相談
（三愛　午前9時～）
（三研　午前9時40分～）

30 31
（休日当番医　道立江差病院） 会

場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (ゆ里) ゆりの里活性化センター (公民) 公民館

(国保) 国保病院 (江保) 江差保健所 (乙中) 乙部中学校

(ケア) ケアセンターおとべ (三愛) 三ツ谷愛郷会館 (乙小) 乙部小学校

(豊セ) とよはま地区センター (三研) 三ツ谷研修会館 (明小) 明和小学校

(交流) 生きがい交流センター (姫ふ） 姫川ふれあいセンター (栄小) 栄浜小学校
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第288号

　

一
月
二
十
六
日
、
富
岡
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
シ
バ
レ
ふ
れ
あ
い
富

岡
が
開
催
さ
れ
町
内
外
か
ら
多
く

の
家
族
連
れ
な
ど
が
参
加
し
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
町
ス
キ
ー

協
会
と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
指

導
の
も
と
、
寒
い
冬
の
一
日
に
体

力
増
進
と
ス
キ
ー
技
術
の
向
上
を

目
指
し
ス
キ
ー
講
習
会
と
歩
く
ス

キ
ー
教
室
を
実
施
し
た
後
、
富
岡

自
治
会
・
富
岡
た
ん
ぽ
ぽ
会
・
千

岱
野
そ
ば
愛
好
会
の
協
力
で
温
か

い
手
打
ち
ソ
バ
を
頂
き
ま
し
た
。

昼
食
後
に
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
ソ
リ
滑
り
競
争

で
は
タ
イ
ム
を
競
っ
て
元
気
い
っ

ぱ
い
に
ソ
リ
を
引
く
姿
が
み
ら
れ
、

恒
例
の
み
か
ん
拾
い
で
は
、
子
ど

も
の
部
・
大
人
の
部
に
分
か
れ
て

ゲ
レ
ン
デ
を
駆
け
上
が
り
み
か
ん

を
た
く
さ
ん
拾
い
、
冬
の
一
日
を

満
喫
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

二
月
十
二
日
、
松
崎
浩
氏
（
江

差
町
）
が
教
育
委
員
会
に
来
庁
し
、

各
小
学
校
と
公
民
館
図
書
室
に
植

物
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
計
一
〇

一
冊
の
教
育
図
書
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
松
崎
氏
は
活
字
離
れ
を
防

ぎ
、
子
ど
も
達
に
た
く
さ
ん
本
を

読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
を

持
ち
、
一
月
十
四
日
に
も
計
一
〇

七
冊
の
図
書
を
寄
贈
さ
れ
、
今
後

も
継
続
し
て
頂
く
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
頂
い
た
図
書
を
活
用
し

子
ど
も
達
の
読
書
活
動
の
推
進
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

二
月
四
日
、明
和
小
学
校
の
三
・

四
年
生
が
社
会
科
の
見
学
学
習
の

た
め
公
民
館
郷
土
資
料
室
を
訪
れ

ま
し
た
。
児
童
は
、
町
学
芸
員
か

ら
昔
の
漁
具
や
農
具
、
生
活
用
具

の
使
い
方
や
当
時
の
暮
ら
し
の
様

子
な
ど
に
つ
い
て
展
示
品
を
見
な

が
ら
説
明
を
聞
く
と
「
昔
の
生
活

は
大
変
で
、苦
労
し
て
い
た
ん
だ
」

な
ど
と
感
想
を
話
し
、
真
剣
に
学

習
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

◆
郷
土
資
料
室
（
公
民
館
内
）

　
　

時　

間
：
十
時
〜
一
七
時

　
　

休
室
日
：
月
曜
・
祝
日

　
　

入
室
料
：
無
料

　

今
年
も
各
地
域
で
は
手
芸
教
室

や
納
豆
作
り
、
味
噌
作
り
、
健
康

教
室
な
ど
様
々
な
自
主
的
な
学
級

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
月
六
日
、
町
民
会
館
に
お
い

て
緑
町
地
域
学
級
の
料
理
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
料
理
教
室
で

は
、
タ
ラ
の
き
の
こ
あ
ん
か
け
や

そ
ば
が
き
な
ど
を
調
理
し
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
材
選
び
や

塩
分
の
量
な
ど
に
つ
い
て
気
を
つ

け
な
が
ら
調
理
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
皆
さ
ん
も
地
域
行
事
に
参

加
し
て
潤
い
あ
る
生
活
を
送
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

手打ちソバは格別の味でした手打ちソバは格別の味でした

みかん拾いに熱中する子ども達みかん拾いに熱中する子ども達

雪
遊
び
を
楽
し
む

雪
遊
び
を
楽
し
む

〜 
シ
バ
レ
ふ
れ
あ
い
富
岡 

〜

昔の道具を調べる小学生昔の道具を調べる小学生

緑町地域学級の料理教室緑町地域学級の料理教室

図書を寄贈した松崎浩氏（右）図書を寄贈した松崎浩氏（右）

〔8〕



入学説明の話を聞く保護者入学説明の話を聞く保護者山村留学について話す丸山昇祐氏山村留学について話す丸山昇祐氏

　

各
小
中
学
校
で
は
四
月
に
新
入

学
を
迎
え
る
幼
児
と
児
童
、
保
護

者
を
対
象
に
新
し
い
環
境
に
慣
れ

る
準
備
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
入

学
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
月
三
日
、
乙
部
小
学
校
の
入

学
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
学
校
長
か
ら
「
子

ど
も
の
成
長
に
は
学
校
と
保
護
者

の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切

で
、
共
に
悩
み
考
え
て
い
っ
て
頂

　

二
月
九
日
、
公
民
館
に
お
い
て

第
四
十
八
回
乙
部
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
や
教
育
関
係
者
が
参
加
し

ま
し
た
。
大
会
で
は
、
乙
部
町
学

習
・
生
活
習
慣
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
実
施
し
た
生
活
実
態
調
査
の

結
果
説
明
を
聞
い
た
後
、
今
金
町

美
利
河
の
山
村
留
学
に
つ
い
て
の

番
組
を
視
聴
し
、
山
村
留
学
に
携

春
に
な
っ
た
ら
一
年
生

春
に
な
っ
た
ら
一
年
生

子
ど
も
達
の
育
成
を
目
指
し
て

子
ど
も
達
の
育
成
を
目
指
し
て

〜
各
小
中
学
校
で
入
学
説
明
会
〜

〜
乙
部
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
〜

　各小中学校では平成 25年度の卒業式が次のとおり挙
行されます。
　ご卒業おめでとうございます。

■３月１４日　９時３０分～　乙部中学校
■３月１９日　９時３０分～　乙部小学校
■３月２０日　９時００分～　明和小学校
　　　　　　　９時３０分～　栄浜小学校

【 一 般 向 け 】
●かにみそ （倉狩 聡）
●ようこそ授賞式の夕べに （大崎 梢）
●驚愕遊園地 （赤川 次郎）
●最後の証人 （柚月 裕子）
●はなとゆめ （冲方 丁）
●インフェルノ【上・下】 （ダン・ブラウン）
●たしなみについて （白洲 正子）
●自分は自分　人は人 （和田 秀樹）
●三陸の海 （津村 節子）
●冷え取りエッセイ （朝倉 けいと）
●トクする冷蔵庫スッキリ活用術２５ （島本 美由紀）
【幼児・児童向け】
●ぼくだってウルトラマン （よしなが こうたく）
●こうくんとちいさなゆきだるま （はせがわ さとみ）
●こうさぎと４本のマフラー （わたり むつこ）
●笑顔の花が咲く （トレーシー・コーデュロイ）
●動物病院のマリー （タチアナ・ゲスラー）
●さんびきのこねずみとガラスのほし （たかおゆうこ）
●ドキドキキッズ小学校　３時間目 （川北 亮司）
●図工室の日曜日 （村上 しいこ）

き
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
後
、
担

当
教
諭
か
ら
学
校
行
事
や
学
校
生

活
、
学
用
品
の
準
備
な
ど
の
説
明

を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
就
学
前

に
通
学
や
挨
拶
の
練
習
、
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
な
ど
基
本
的

な
生
活
習
慣
を
家
庭
で
身
に
付
け

て
欲
し
い
と
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

一
緒
に
参
加
し
た
幼
児
は
小
学
五

年
生
に
手
を
ひ
か
れ
学
校
探
検
や

お
店
屋
さ
ん
遊
び
な
ど
を
通
し
て

わ
っ
て
き
た
丸
山
昇
祐
氏
に
当
時

の
様
子
を
木
村
校
長(

乙
部
小)

と
の
対
談
形
式
で
伺
い
ま
し
た
。

丸
山
氏
は
、
山
村
留
学
中
に
子
ど

も
達
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
里
親

生
活
で
家
の
手
伝
い
や
自
然
体
験

な
ど
を
通
し
て
、
本
当
の
親
子
の

様
な
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
里
親

に
つ
い
て
、
大
人
の
価
値
観
で
物

事
を
決
め
つ
け
ず
に
、
子
ど
も
の

《町内の各小中学校卒業式》

可
能
性
を
伸
ば
し
成
長
し
て
い
く

事
が
大
切
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
し
、
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
小

学
校
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

「みたい！よみたい！絵本とかみしばい」
と　き　３月２２日（土）
　　　　１０時～
ところ　公民館図書室
協　力　館浦婦人会
　　　　読み聞かせの会
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三
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
３
月
６
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

▽
３
月
18
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 
午
後
３
時

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

乙部町国民健康保険病院　３月外来診療日程表乙部町国民健康保険病院　３月外来診療日程表 午前8:30～ 11:00午前8:30～ 11:00
午後1:00～ 3:00午後1:00～ 3:00診療受付時間診療受付時間

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日
10
日
11
日
12
日
13
日
14
日
15
日
16
日
17
日
18
日
19
日
20
日
21
日
22
日
23
日
24
日
25
日
26
日
27
日
28
日
29
日
30
日
31
日

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

午
前

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

奈
良

佐
々
木
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

上
の
国
診
療
所

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

道
立
江
差
病
院

半
澤
医
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

奈
良

道
立
江
差
病
院

村
瀬

藤
永

藤
永

藤
永

奈
良

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

午
後

藤
永

村
瀬

藤
永

奈
良

藤
永

藤
永

村
瀬

藤
永

村
瀬

村
瀬

藤
永

村
瀬

藤
永

村
瀬

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

※　都合により３月２４日（月）から当分の間、副院長外来及び午後の診療は、「休診」とさせていただきます。（急患の受入れは、従来どおりです。）
※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。

「
個
人
再
生
」
に
つ
い
て

●
今
回
は
「
個
人
再
生
」
と
い

う
借
金
の
整
理
方
法
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
。

●
個
人
再
生
は
、
裁
判
所
に
申

し
立
て
、
裁
判
所
の
監
督
の
も

と
で
手
続
き
を
進
め
る
点
で

「
破
産
」
と
共
通
し
ま
す
。
た

だ
し
、
破
産
が
借
金
の
残
高
を

ゼ
ロ
に
す
る
の
に
対
し
て
、
個

人
再
生
は
借
金
の
残
高
を
減
ら

す
も
の
の
、
一
定
の
金
額
を

返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
点
で
は
破
産
の
方
が

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
言
え
ま

す
。
他
方
、
破
産
は
原
則
と
し

て
持
っ
て
い
る
財
産
を
換
価
し

て
債
権
者
に
分
配
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
個
人
再
生
は
財

産
を
保
有
し
続
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
し
て
破

産
で
は
な
く
個
人
再
生
を
選
択

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
す
。

●
で
は
、
個
人
再
生
手
続
き
に

よ
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
借
金
が

減
る
の
で
し
ょ
う
か
。
減
額
後

の
返
済
総
額
は
、原
則
と
し
て
、

①
百
万
円
②
保
有
財
産
の
評
価

額
の
総
額
③
一
定
の
計
算
（
債

務
総
額
が
三
千
万
円
か
ら
五
千

万
円
な
ら
ば
十
分
の
一
、
千
五

百
万
円
か
ら
三
千
万
円
な
ら
ば

三
百
万
円
、
千
五
百
万
円
以
下

な
ら
ば
五
分
の
一
）
に
よ
っ
て

算
出
さ
れ
る
額
の
う
ち
、
最
も

高
い
金
額
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
借
金
の
残
高
が
千
五
百
万

円
で
保
有
財
産
が
二
百
五
十
万

円
な
ら
ば
、
返
済
総
額
は
三
百

万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
三

年
か
ら
五
年
か
け
て
返
済
し
て

い
き
ま
す
。
仮
に
五
年
返
済
で

あ
れ
ば
、
毎
月
の
返
済
額
は
五

万
円
で
す
。

●
債
務
整
理
は
、
個
人
再
生
、

破
産
、
任
意
整
理
な
ど
様
々
な

方
法
が
あ
り
、
ど
れ
を
選
択
す

べ
き
か
の
判
断
は
難
し
い
の

で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
借
金
の

返
済
が
困
難
に
な
っ
た
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
は　

０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
６
３　

で
す
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差　

弁
護
士　

北
舘
篤
広
）

法
テ
ラ
ス
江
差
よ
り

法
テ
ラ
ス
江
差
よ
り

奨学生を募集します
　町では、保護者が町内に居住されている方で、経済的理由によ
り高等学校等への修学が困難な方に、奨学資金を貸与しています。
　ア．一般貸与
　　大学、短期大学、高等専門学校、高等学校に入学、在学して
いる人に貸与します。
　イ．産業後継者特別貸与
　　農業高等学校及び水産高等学校に進学し、卒業後町内で農・
漁業に従事しようとする人に貸与します。
▽ 貸与額

※　応募が多数の場合は、産業後継者特別貸付を優先させていただきます。
※　町税等に滞納がある場合は、貸付できないことがあります。
※　他の制度により奨学資金の貸与を受ける場合は、貸付できません。

▽ 申込期限　　４月１０日（木）まで
　申込方法など詳しくは、役場総務課へお問い合わせください。

　（TEL ６２－２３１１）

区　　　　　　分 貸与額

一般貸与
高等学校 月額　13,000円
専修学校、高等専門学校、短大 月額　16,000円
大学 月額　32,000円

産業後継者特別貸付 月額　25,000円

（3月20日まで）（3月20日まで）
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　皆さんは健康寿命という言葉を知っていますか？健康寿
命とは、「介護を受けずに、心身ともに健康で暮らすことの
できる期間」のことです。現在、日本人女性の健康寿命は
７３．６歳、男性は７０．４歳で、共に世界１位でした。それ
では日本人の平均寿命はどうでしょうか。平均寿命は女性が
８６．３歳で世界１位、男性が７９．６歳で世界５位でした。
長寿大国日本ですが、長生き＝健康とは限りません。平均寿
命から健康寿命を引いた期間が病気のための通院や入院、介
護を必要とする、言わば「不健康な期間」にあたります。図
１のように男性は約９年間、女性は約１２年間の「不健康な
期間」があり、この期間中は本人および家族の生活の質が著
しく低下すると言われています。誰もが人の手を借りること
なく健康なままで生活したいと願いますが、そのためには健
康寿命を延ばす必要があるのです。    （来月号に続く）

図１

３月の診療予定です
外来診療体制

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日（診察は14時頃から）

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　4日・12日・13日・18日・26日・27日
午後　12日・26日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　5日・19日・26日

皮　 膚　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　7日・28日
　診療科によって、曜日によって担当医が変わりま
す御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
　　　  午後･･･13時00分～ 14時30分

☆看護師通年募集のお知らせ
　現場復帰される方、新人の方も個別にしっかりサポートし
ます。通年募集しておりますので気軽にご連絡ください。（臨
時採用は面接のみ） 
　☎ ５２－００３６（内線２０２）藍

あい

葉
ば

平成26年　農作業労賃協定額
備考：作業時間は１日８時間労働とする。昼休みのほかに午前と
午後の各1回、休息時間とする。時間外については適正に支払う
ものとする。最低賃金の改訂があった場合、人作業賃は時間額に
８を乗じた額とする。

※各10a当たりの金額

※各60kg当たりの金額

※各10a当たりの金額（ブラシュカッター除く） ○実勢賃貸料情報
　平成25年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借におけ
る賃貸料水準（10a当たり）は以下のとおりです。

※データ数は、集計に用いた筆数です。　
※金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。
※平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数により加
重平均した値です

田
作
業

耕起 トラクター 3,000円代掻

田植 田植機（助手付） 4,000円
田植機（側条・助手付） 4,800円

刈取
バインダー（糸ぬき） 4,000円ハーベスター
自脱型コンバイン 10,000円

※昼食なし　作業の難易により20％以内の加減を認める。

利用状況 平均額 最高額 最低額 データ数
水田 7,700円 10,000円 3,900円 120
転作田 4,900円 8,000円 2,000円 134
普通畑 3,400円 5,000円 3,000円 57

乾
燥
作
業

米
乾
燥

半乾燥　17％ 1,000円
水分　　20％以下 1,250円
水分　　26％以下 1,400円
水分　　27％以下 1,650円

籾
す
り

（
乾
燥
）

籾から玄米 900円
玄米から白米 1,000円
籾から白米 1,300円

畑
作
業

耕起 トラクター
3,000円　

播
種
及
び
収
穫
等　

馬鈴薯播種
マルチャー
自脱型コンバイン 6,000円
馬鈴薯掘取り 4,200円
種まき（豆類等） 2,000円
小麦播種（ドリル播） 2,300円
スプレイヤー散布 800円
ブラシュカッター（1日当たり） 13,000円

※プラウ・ロータリー共通　作業の難度により30％以内の加減を
認める。1時間当たり及び10a当たりについて両者間話し合いで
決める。

人
作
業

時間（1時間当たり） 734円
普通作業（１日当たり） 5,880円
特殊作業（１日当たり） 7,000円

※水田・畑共通

農業委員会からのお知らせ農業委員会からのお知らせ

健康寿命について（河村整形医師講座）
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１
月
15
日
〜
２
月
14
日

　

お
く
や
み

　
　

も
う
し
上
げ
ま
す

田
畑　

ト
モ
さ
ん（
96
歳
）花　

磯

寺
嶋
市
三
郎
さ
ん（
89
歳
）旭　

岱

櫻
井　

タ
イ
さ
ん（
87
歳
）花　

磯

石
山　

ユ
リ
さ
ん（
88
歳
）豊　

浜

小
林　

廣
美
さ
ん（
74
歳
）元　

和

本
庄　

タ
ミ
さ
ん（
99
歳
）滝　

瀬

編　

集　

後　

記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口
＝１月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世帯数 1,943（-３）〈-24 〉

人 口 4,174（-12）〈-74 〉

男 1,916（-２）〈-37 〉

女 2,258（-10）〈-37 〉

　

短
い
二
月
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
、
い
よ
い
よ
年
度
末
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
二
月
だ
け
短
い
の
か
、
毎

月
決
ま
っ
た
日
ま
で
に
仕
事
を
終

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
身
と
し
て

は
、
ど
う
も
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
理
由
、
詳
し
く
は
諸
説
あ

り
ま
す
し
、
長
く
な
り
ま
す
の
で

割
愛
し
ま
す
が
、
そ
の
昔
、
暦
の

始
ま
り
は
三
月
で
、
一
年
の
終
わ

り
の
二
月
で
日
数
の
調
整
が
行
わ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

身
を
削
っ
て
全
体
の
調
整
役
に

な
っ
た
と
思
う
と
、
短
い
け
れ
ど

大
切
な
月
だ
っ
た
ん
だ
と
思
え
ま

す
・
・
・
よ
ね
？

　

自
動
車
税
（
軽
自
動
車
税
）
は
、

四
月
一
日
時
点
の
所
有
者
に
一
年
分

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

普
通
自
動
車
は
運
輸
支
局
（
軽
自

動
車
は
軽
自
動
車
協
会
）
に
て
三
月

末
ま
で
に
抹
消
登
録
を
完
了
し
た
場

合
、
平
成
二
十
六
年
度
分
の
自
動
車

税
（
軽
自
動
車
税
）
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
現
在
、
廃
車
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
は
、
三
月
中
に
抹
消
登

録
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
バ
イ
ク
や
ト
ラ
ク
タ
ー
等

の
廃
車
に
関
し
て
は
届
け
出
先
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
役
場
税
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

普
通
自
動
車
：
檜
山
振
興
局
税
務
課

　
（
電
話
５
２
‐
６
４
７
１
）

軽
自
動
車
：
乙
部
町
役
場
税
務
課

　
（
電
話
６
２
‐
２
３
１
１
）

自
動
車（
軽
自
動
車
）の

抹
消
登
録
に
つ
い
て　

道立江差病院健康診断の
完全予約制について

　道立江差病院での健康診断につきましては、こ
れまで予約によらず当日来院された方についても
対応してきたところでありますが、一般診療の中
での対応となることや、複数の診療科を受診する
必要があることから、検診をより円滑に実施する
ため、３月から完全予約制とすることにいたしま
した。
　利用される方には、お手数をかけることになり
ますが、ご理解のほどよろしくお願いします。

１　対象とする検診の種類
　　各種一般健康診断、就職検診
２　実施日及び人数
　　毎週　月曜日・火曜日・木曜日の午前
　　毎回５名程度
３　完全予約制開始日
　　平成２６年３月１日より
４　予約方法
　　電話等による事前申込

　

第
三
十
回
記
念
町
民
健
康
づ
く

り
の
集
い
が
二
月
十
六
日
、
町
民

会
館
と
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約

三
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

乙
部
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
な

ど
、
乙
部
町
と
縁
の
あ
る
上
野
正

志
氏
を
講
師
に
迎
え
「
豊
か
な
シ

ニ
ア
人
生
を
送
る
た
め
に
〜
年
輪

力
を
発
揮
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
野
氏
は
「
生
き
が
い
を
持
つ

こ
と
が
大
切
。
生
き
が
い
と
は
日

本
独
特
の
言
い
回
し
で
主
観
性
が

高
く
、
ひ
と
く
く
り
に
は
出
来
な

い
け
れ
ど
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
欲
し

い
。」
と
、
健
康
と
生
き
が
い
の

密
接
な
関
係
を
呼
び
か
け
「
年
を

重
ね
る
こ
と
で
、
経
験
に
裏
打
ち

さ
れ
た
知
識
や
解
決
力
を
い
か
す
、

年
輪
力
を
発
揮
し
て
欲
し
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
生
き
が
い
発
見
や
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
か
ら
だ
づ
く
り
な

ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
健
康
づ
く

り
コ
ー
ナ
ー
や
、
健
康
川
柳
の
展

示
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
顕
彰
で
は
、
虫
歯

ゼ
ロ
の
生
徒
、
児
童
、
幼
児
ら
や

健
康
づ
く
り
実
践
者
な
ど
へ
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
、
食

生
活
改
善
推
進
委
員
会
が
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
、

そ
の
伝
達
が
町
長
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
自
発
的
な
健
康

づ
く
り
の
実
践
を
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
い
ま
し
た
。

生
き
が
い
を
見
つ
け
健
康
長
寿
に

生
き
が
い
を
見
つ
け
健
康
長
寿
に
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